
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 16,357 19,040 15,930 19,040

事業費

の内訳

令和3年度決算

①スポーツ推進委員報酬：１０，８３６千円
②保険料：０千円
③旅費：０千円
④その他：５４千円

令和4年度予算

①スポーツ推進委員報酬：１１，６６４千円
②保険料：５００千円
③旅費：１，４７０千円
④その他：３６６千円

人工 0.7 0.7 0.7 0.7

人件費 5,040 5,040 5,040 5,040

事業費 11,317 14,000 10,890 14,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

スポーツ基本法第32条

他都市の状況

スポーツ基本法第32条により、「市町村の教育委員会は（中略）スポーツ推進委員を委嘱するものとする。」とあ
り、他都市においても本市同様にスポーツ推進委員が活動している。

実施結果

・各区におけるスポーツイベントの企画運営
・主催事業：札幌マラソン（中止）
・協力事業：札幌国際スキーマラソン（中止）
・各種研修会：北海道研究協議会、全国研究協議会、全体研修会、新任研修会（各種研究会はすべて中止）
・会議：理事会、評議員会、研修企画委員会、友穆編集委員会、広報委員会
・その他：新年互礼会（中止）、広報誌発行、専用ホームページの運営・更新

事業実施における
工夫点

スポーツ推進委員は、地域で実施されているスポーツイベント等のコーディネーター役として、関係団体との連携を
密にしながら企画・運営を行っている。

対象者 市民全般 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

スポーツ推進委員の活動のサポートを行うことにより、スポーツ推進委員の確保及び資質向上を図る。

長期

スポーツ推進委員が中心となりスポーツイベントの企画・運営、事業協力等を行うことにより、各地域におけるス
ポーツ活動の活性化を図る。

取組内容

各地域においてスポーツイベントの企画・運営や実技指導、事業協力等を行う「スポーツ推進委員」の事業費等
①スポーツ推進委員の委嘱及び報酬の支払い
②各種研修会の開催及び委員派遣
③スポーツ安全保険への加入等
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
スポーツ推進委員が地域におけるスポーツイベントの企画・運営や実技指導等を積極的に行うことを通じて、
地域スポーツの振興に寄与している。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

スポーツ推進委員に対する市民の認知度を高め、地域スポーツ振興を担うスポーツ推進委員の人員確保に
努める。

予算
研修会の開催及び参加を通じて、スポーツ推進委員の資質向上及び
活動の活発化を図る。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

スポーツ推進委員に対する市民の認知度が不足していることから、広報活動等を行い、地域スポーツ振興を
担うスポーツ推進委員の人員確保に努める

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

地域のスポーツ振興やスポーツ実施率の向上には、各地域で活動し、コーディネーター役である
スポーツ推進委員の役割が非常に重要であり、適切な手法である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

市民満足度の高いスポーツイベントを実施するため、スポーツ推進委員は企画・立案から参画
し、イベント当日は運営及び実技指導等を行っている。スポーツ推進委員の業務は多岐にわたり
イベント成功において非常に重要な役割を担っている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

スポーツ推進委員は、各地域のスポーツ関係団体と連携を図り、全市及び各区スポーツ事業等
の企画・運営及び指導を行い、地域スポーツの振興に大きく寄与している。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

地域スポーツ振興や市民満足度の高い各種スポーツイベントを実施するためには、一定数のス
ポーツ推進委員の人員確保や資質向上を目的とした研修会の開催が必要であり、当該事業水準
は妥当である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

65%

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 スポーツ実施率（20歳以上・週1回以上）										

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

54.90% 65% 57.70%


